
エム・エム・プラスチック株式会社
（会社説明資料）



2

事業内容：プラスチック再生処理・再商品化事業（マテリアルリサイクル事業）

富津工場：プラスチックリサイクル施設

• プラスチック製容器包装（以下、「容リプラ」という。）やプラスチック
製品（以下、「製品プラ」という。）などの廃プラを、PP（ポリプロピ
レン）,PE（ポリエチレン）,PS（ポリスチレン）といったプラスチック
の素材別に選別し、洗浄・破砕・造粒・成形工程を経て、プラス
チック製品の原料となる再生ペレットや物流用パレットなどを製造・
販売。

• 東京都23区から排出される容リプラ及び製品プラを多数受入れ。
（首都圏へのアクセスが良く、運搬コストが安価）

• 独自のサンドイッチ成形装置を導入し、再生材から高品質なパ
レットを製造。

• また、一廃と産廃の両方の許可を有し、幅広いリサイクルが可能。

施設・事業概要・ポイント

会社概要

■住所：千葉県富津市新富66番1

■設立：2006年4月（2009年稼働）

■出資企業：テラレムグループ(旧市川環境HD）

■施設能力：１．既存容リライン  2.7万ｔ/年
２．製品プラライン   0.9万ｔ/年
３．増設容リライン 3.0万ｔ/年（予定）

計    6.6万ｔ/年（予定）受託実績

■2009年の稼働以来、23区を中心とした容リプラなどの
マテリアルリサイクルを実施。

2025年容リ協会落札結果など

•容器包装プラスチック（容リプラのみ）
港区、荒川区、練馬区、江戸川区、羽村市、
川崎市、平塚市、富津市、君津市、館山市、
札幌市、函館市

•混合プラスチック（容リプラ＋製品プラ）
墨田区、品川区、四街道市

•プラスチック使用製品廃棄物（製品プラのみ）
荒川区、志木地区衛生組合、伊豆市、清水町

■容器包装リサイクル協会の総合評価制度において、
2018年に全国１位を取得し、以降も継続

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

1位 1位 3位 1位 1位 2位 1位

１．会社概要
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太陽光発電設備

太陽光発電設備

【参考】 全体航空写真

増
設
容
リ
ラ
イ
ン

増設
成型事業
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年 内容

2002年
三菱商事にて「東京都スーパーエコタウン事業」の公募に参加

・焼却炉事業、建廃リサイクル、ＯＡリサイクル、食品リサイクル（現バイオエナジー社）と
パッケージでプラスチックリサイクル事業を提案。

2006年
ＦＳ用の準備会社を設立
・三菱商事と明治ゴム化成（三菱グループのパレット成形メーカー）の2社。

2008年
増資により株主4社による合弁会社
・新たに市川環境エンジニアリング、東海運（旧太平洋セメント子会社）の参画。

2009年 本社工場を千葉県富津市に事業費約60億円で建設稼働

2010年 市川環境ホールディングスの100％子会社となる

2011年 代表取締役社長が鮫島正弘より森村努に交代

2014年
～

総合評価制度において2018年から全国1位を5年間継続
 ・入札制度において導入されている全事業者のランキングで2014年に全国1位を獲得。
その後、複数年にわたり1位を継続。

２．沿革
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•プラスチックを PP、PE、PS、PVCな
どの素材ごとに選別する装置。

•人力で行う選別よりも高い処理能力、か
つ、正確に選別が可能。

• 6台の赤外線選別機を設置し、精度の高
い単一素材選別を行っている。 

•水に浮遊させ、プラスチックごとの比重
の違いを利用して素材を選別する装置。

• PP（0.91）やPE（0.92～0.97）は浮き、
PVC（1.16～1.5）やPET（1.29～1.4）
などは沈む。

•この浮いた素材がマテリアルリサイクル
される。

•浮遊選別機と同様に水を用いてプラス
チックごとの比重の違いを利用した選別
を行う装置。

•選別前処理としてプラスチックを水に馴
染ませる装置により、浮遊選別機よりも
精度の高い選別を行うことが可能。

質の高いプラスチック製品（中間材、最終製品）を製造するために、多様な選別機を導入し、
精度高く分別を実施。
さらに、当社オリジナル技術であるサンドイッチ成形装置を導入し、バージン材と同等の品質・
強度を確保したパレットを製造。

サンドイッチ成形装置

•MMP技術により、容器包装
リサイクル原料から作られ
た再生材のような強度の弱
い再生材をコア層、品質の
安定した再生材をスキン層
の原料に使用してパレット
を製造する装置。

•バージンプラスチック材料
100％のパレットと同等の
品質・強度を確保すること
が可能。

３．主要設備
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解砕機 トロンメル
赤外線選別機
(マルチソータ)

破砕機 減容機

破砕機 浮遊選別機 洗浄脱水機 乾燥機 造粒機

PS減容品

ペレット

減容品

パレット射出成形 溶着 ロゴ印刷 品質試験

■破砕・造粒工程

■選別処理工程

※PE、PPの各々でラインあり

■成形工程

■許認可
一般廃棄物施設設置許可
産業廃棄物施設設置許可
産業廃棄物処理業

■パレット生産能力 
年間10万枚
増設計画（25万枚/年）

容リプラ再生材

安定品質の再生材

■最大処理能力
容器包装プラスチック専用施設 27,000t/年
増設計画（約4万t/年、製品プラスチック対応可）
産業廃棄物系プラスチック    18,000t/年
製品プラスチック専用施設     9,000t/年

４．事業概要

許認可、処理・生産能力

概略処理フロー（容器包装プラスチック専用施設）
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製品プラスチック

BOX エアー方向 選別材料

打ち落とし 軟質（容器包装プラ）/PS（容器包装プラ）/その他

自由落下 MIX(※黒色を中心としたPP/PE）/その他

打ち上げ PP/PE

A B C

A

C

B

軟質

解砕機 高磁力選別機
赤外線選別機
(マルチソータ)

磁力系残渣
（金属）

軟質

MIX
※黒色を中心としたPP/PE

PP/PE

販売

概略処理フロー（製品プラスチック専用施設）

５．製品プラスチック専用設備

造粒機
（ストランド）

※製品プラ（硬質）のみの場合

産廃処理
（独自処理は一廃処理）

ペレット

コンパウンド プラ製品製造

販売・製造委託

今後検討
赤
外
線  

三 

種
選
別

磁力系残渣率：0.1%

→ マテリアルリサイクルリサイクル率：99.9%



8

【参考】 目に見えるマテリアルリサイクル（例）

容リプラで製造可

※風力発電用に採用が決定

多機能ブロック

ゴミ袋 管枕

製品プラで製造可 容リ・製品プラどちらでも製造可

プランター

家電用部品

パレット ペレット

建築用資材（ウッドデッキ材） 擬木

出典：公益財団法人日本容器包装リサイクル協会HPなど
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【参考】 プラスチック資源循環戦略（環境省）
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【参考】 小泉大臣ご来社（2020.11.16）
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一般社団法人プラスチックサーキュラーエコノミー推進協会(略称：PPCE)設立

［写真］
経済産業省  経済産業事務次官 飯田祐二 様（上段左）
環境省  環境事務次官  鑓水  洋 様（上段右）
容器包装リサイクル協会 代表専務理事  西山純生 様（中段左）
廃棄物・３R研究財団    理事長   梶原成元 様（中段右）
PPCE 会長・弊社社長 森村 努 （下段左）
式典会場の様子     （下段右）

［祝電］
前内閣総理大臣 岸田文雄 様（左）
内閣官房長官   林芳正   様（右）

【参考】 プラスチックサーキュラーエコノミー推進協会設立
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【参考】 東京都オフィスプラの取り組み
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